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ます。興味深い内容満載です
ので、ぜひ最後までご高覧を
お願い致します。
　加えて本号では、例会でユー
モアあふれる楽しい基調講演
をなされた赤松良子先生の講
演内容を、臨場感とともに掲
載を致しました。いつまでも
若々しくパワフルな赤松良子
先生の楽しいご講演を、会員の皆様にも追体験頂け
れば幸いでございます。
　さて、本会が一般社団法人として2014年4月に新た
な一歩を踏み出して、はや2年を迎えようとしており
ます。法人としての社会的な責任を全うすべく、以
前の任意団体時とは異なる会の運営方法等が求めら
れております。定款に則り、透明性の高い組織運営
が必要とされています。現在10の委員会を設置し、
全国5ブロックからの理事の皆様には、担当理事とし
ていずれかの委員会に所属し活動頂いております（委
員会の詳細と組織については、前号のNEWS117号を
ご参照ください）。全国の会員の皆様には、本会の定
期事業であります会員総会、学術大会、例会等にご
参加頂くとともに、本会に対する提言や活動のアイ
デア等お寄せ頂くことを期待致しております。
　来る4月から始まります平成28年度は、隔年開催の
学術大会開催年に当たります。現在開催要領は未決
定ですが、多くの会員に参加頂けるような企画がで
きればと考えております。また、法人化後3回目とな
ります会員総会は、5月22日㈰学士会館（東京）にて
開催致します。例年通り、奨励賞、功労賞の贈呈式
および奨励賞受賞講演会との同時開催ですので、こ
ちらもぜひご参加の程、お願い申し上げます。

　2015年度新春懇談会が、1月10日㈰仙台にて開催さ
れました。天候にも恵まれ、参加者の方々は遠方よ
り駆けつけてくださいました。その結果、本会を構
成しております5ブロックすべてから参加を頂くこと
ができ、本会の活動や情報発信を全国展開するため
に幸先の良い新年の懇談会となりました。
　前半の講演会では、2名の講師の方々から、それぞ
れの分野におけるフロントランナーとしての研究を
ご講演頂きました。また、後半の懇談会では各ブロッ
クからの報告もなされ、情報交換の場として有意義
な懇談会となりました。企画運営に携わって頂きま
した北海道・東北ブロックの理事をはじめ、会員の
皆様には改めて御礼申し上げます（詳細報告は2ペー
ジ参照）。
　前号117号の発行後、本会主催の事業として隔年開
催の例会（7ページ）、および一昨年から連続開催を
致しております内閣府との共催事業（4ページ）を、
前者は東京ブロック、後者は四国・中国・九州・沖
縄ブロックの運営により成功裏に実施することがで
きました。本ページを繰って頂きますと、上記新春
懇談会も含めこれらの事業報告が紙面を埋めており

第 118号　平成 28年 3月 1日発行　ISSN 1346-9827

日本女性科学者の会 NEWS
一般社団法人

The Society of Japanese Women Scientists
No.118   2016.3

Ⅰ．2016 年新春によせて
一般社団法人 日本女性科学者の会 会長　功刀　由紀子

Ⅰ．2016年新春によせて ……………………………… １

Ⅱ．2016年新春懇談会 ………………………………… ２

Ⅲ．国・地方連携会議ネットワークを活用した 
　　男女共同参画推進事業報告 ……………………… ４

Ⅳ．例会報告 …………………………………………… ７

Ⅴ．新春懇談会風景 …………………………………… 12

目　次



― 2 ―

2016 年新春懇談会報告
北海道・東北ブロック長 平野浩子

本間美和子理事、梅津理恵理事

　2016 年新春懇談会が 1 月 10 日㈰ 北海道・東北ブロックの担当で、仙台のホテルレオパレス仙台で開催
されました。昨年の新春懇談会は学術大会との合同、一昨年は臨時総会との合同での開催で、単独での開催
は 3 年ぶり、また昨年の九州開催に引き続きの地方開催でした。幸い当日は温かく、青空にも恵まれ、21
名の参加でした。
　今回の新春懇談会は、まず功刀会長からの開会の挨拶があり、前半は特別講演を 2 題、後半は懇親会で、
その中で今年度の SJWS の活動を関係者に報告をして頂きました。

プログラム
司会：本間美和子理事

13：00　開催挨拶　功刀由紀子会長
【特別講演会】

13：05　座長：梅津理恵（東北大学金属材料研究所）
　　　　栗原和枝先生（東北大学WPI-AIMR、多元物質科学研究所　教授）

　　『表面力測定と材料科学への展開』
13：50　座長：本間美和子（福島県立医科大学）
　　　　宮城妙子先生（宮城県立がんセンター研究所　共同研究員）

　　『シアリダーゼ研究：がん診療への応用をめざして』
14：35　閉会挨拶　平野浩子北海道・東北ブロック長
14：40　20分休憩
15：00〜懇親会（会場地下1階カンファレンスルーム隣）

　特別講演はまず東北大学WPI-AIMR、多元物質科学研究所教授である栗原和枝先生から「表面測定と材
料科学への展開」と題し、独自性の非常に高い表面測定法開発の経緯、またそれを用いて様々な界面の物性
評価と物質理解が可能になったこと、そして測定対象が大幅に拡大したことによる今後の応用に向けたお話
を聞かせて頂きました。
　次に宮城県立がんセンター研究所長、東北薬科大学教授を歴任された宮城妙子先生からは「シアリダーゼ
研究：がん診療への応用をめざして」と題してご講演頂きました。がん化により特定のシアリダーゼ酵素活
性が増大することを発見され、酵素活性化の抑制とがん細胞縮小の相関を具体的に示されたご研究は、学会
等でも高く評価されています。
　お二方ともその道の第一人者であり、いろいろな意味でパイオニアとして、長い間重ねられてこられた膨
大な研究内容を、解りやすくお示し下さいました。社会にも大いに貢献し、これからも期待が持てる研究内
容で、我々にも希望と元気を与えて下さいました。議論も活発に行われ、非常に実りのある講演会であった
と感銘をうけました。
　その後、午後3時過ぎに部屋を移動し、大島範子監事の乾杯のご発声により懇親会が開催されました。懇
親会のなかで以下の4つの項目について関係者からスピーチをいただきました。
１．小川由起子理事、玉井幸恵理事より、2015年12月に開催された内閣府、SJWS共催事業について、多数

の参加者を得て盛況であり、主催者側としても有意義な開催であったとの報告がありました。
２．野呂知加子理事（学協会連絡会担当）より学協会連絡会における最近の活動、特にワーキンググループ

についてはSJWSとしての協力のあり方について今後議論する予定であることが報告されました。
３．大倉多美子監事（前SJWS会長）より、2015年9月に都内で開催されたSJWS例会等について報告頂きました。
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４．荒谷美智・東北ブロック会員より、青森六ヶ所村における最近の活動状況についてお話し頂きました。

　懇親会では宮城三陸地産の料理を頂きながらの和やかな時間を過ごし、会員間の親睦を深める良い機会
となりました。地方開催にもかかわらず多くの方に足を運んで頂き、盛会のうちに幕を閉じることが出来
ましたこと、厚く御礼申し上げます。

特別講演要旨：「表面力測定と材料科学への展開」
東北大学 WPI-AIMR, 多元物質科学研究所　栗原　和枝

　学生時代から脂質二分子膜のような分子の自己組織体を対象として研究を進める過
程で、分子間相互作用の解明は重要だと考え、相互作用を直接バネばかりを用いて測
定する「表面力測定」を開始した。相互作用の変化により固-液界面の現象（電気二重層、
高分子などの広がり、液体の構造化など）を見る強力な手段でもある。測定にかかる
表面の大きさは約30μmと大きいのに、その間の距離を図る分解能は0.1nmと小さく、
ナノとマクロな現象をつなぐユニークな測定である。
　実際に現実の多様な系に適用しようと考えるといろいろな課題があった。距離の測

定法から透明な基板に限定されていた試料の条件の拡大、平滑な試料の調製、測定した相互作用力の解釈
などである。それ以来、これらの限界を取り除き、当測定を材料科学のツールとして確立したいと研究を
してきた。不透明試料を測定できるツインパス型表面力装置、微細な空間の液体の性質を図る共振ずり測
定法など開発した独自測定手法、閉じ込め液体の性質の測定例と摩擦研究（トライボロジー）への応用など、
例を示しながらこれまでの研究を紹介した。

特別講演要旨：「シアリダーゼ研究 : がん診療への応用をめざして」
宮城県立がんセンター研究所共同研究員　宮城　妙子

　大学卒業後の臨床研修の後、一年余、医師として中堅民間病院でがんの診療に携っ
て居りました。しかし、がん治療の難題に直面し、新しい診断・治療法の開発を目指
すことが先決との考えに至り、東北大抗酸菌病研究所（現、加齢研）の故立木蔚教授
のもとで、がんの基礎研究を開始致しました。その後、約40年間、研究を継続するこ
とになりましたが、がん臨床に具体的に役立つ仕事は未だできておりません。現在も
ベンチャー企業等との共同研究により、遅々とした歩みながら望みを捨てずに研究開
発を進めて居ります。

　シアリダーゼとは、糖蛋白や糖脂質糖鎖の末端を占める酸性糖シアル酸を脱離する酵素ですが、世界に
先駆けて、その構造と機能の解析を進め、ヒトには染色体部位や酵素学的性状の異なる4種が存在し、細胞
分化、増殖、細胞死等の重要な細胞機能に深く関わっていること（Miyagi and Yamaguchi, Glycobiology,  
2012 , review）を見出しました。さらに、4種のうち、形質膜局在型シアリダーゼ（NEU3）が 大腸癌、腎
癌、前立腺癌、頭頚部癌等の多くの癌腫で異常に亢進し、がんの悪性度を助長していること（Miyagi et al. 
Glycoconjugate J . 2012, review）、がんで異常亢進するWntやEGFRのシグナリングをNEU3が活性化し、進
展のみではなく、がん化能をも制御すること、また、NEU3発現抑制により、正常細胞には影響を与えないが、
がん細胞死を導くことを明らかに致しました。以上の結果は、NEU3ががん治療の標的分子として優れてお
り、その活性阻害剤、抗体やsiRNA等による発現抑制により、がんの創薬に繋げる可能性を強く示しており
ます。一方、前立腺癌等の血清に、NEU3が高率で検出され、その診断的価値を示唆する結果も得て居ります。
これらの成果のがん診療への具体的な応用を切に願いつつ、初心に立ち帰り、医師としてがん緩和医療へ
の参画も始めて居ります。
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男女共同参画推進事業報告
　「親子で考える理系の夢への挑戦」

SJWS四国・中国・九州・沖縄ブロック長
長崎国際大学薬学部　小川　由起子

　2015 年 12 月 20 日㈰、長崎県のハウステンボスに隣接する長崎国際大学薬学部（佐世保市）で、一般社
団法人日本女性科学者の会と、内閣府主催 国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事
業「親子で考える理系の夢への挑戦」との共催事業が開催された。本事業は、長崎国際大学の共催、長崎県、
長崎県教育委員会、佐世保市、佐世保市教育委員会、佐世保市少年科学館、佐世保市薬剤師会、長崎大学、
長崎短期大学、安田女子大学、水産大学校、西南女学院大学、九州歯科大学の後援、井手薬品株式会社、株
式会社信衆堂をはじめ多くの団体・企業から協賛が得られ、多大なご支援により開催できた。年末の多忙期
にかかわらず、自然科学に興味を持つ中学・高等学校生徒とその保護者、教諭と本事業に関心持つ市民（124
名）、大学教員ファシリテーター（2 名）、大学生と大学院生ファシリテーター（20 名）、本会会員（13 名）
と共に、魅力あふれる話題を提供した 5 名の科学者を講演者に迎え、総勢 163 名による、熱気のあふれる、
非常に充実した会が行えた。
　当日は 10 時より、功刀由紀子 SJWS 会長の開会挨拶、九州文化学園理事長兼長崎国際大学学長 安部直樹
氏による来賓挨拶に続き、日本社会事業大学理事長 潮谷義子氏（元熊本県知事および元長崎国際大学学長）
の基調講演「生命の不思議を知る」に続き、第一部を開催した。基調講演では、ご自身の歩まれた足跡から
職場での女性科学者の問題点、自他の命への大切さにおよぶ多岐の内容が語られた。その後、「理系での挑
戦−夢を仕事に−」と題し、4 名の科学者の講演が行われた。
　山口敦子氏（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授）は「海洋のいきものについて教育・研究す
る仕事とは ?」と題し、魚が大好きな幼少期の経験から始まり、長崎大学水産学部で当時初の女性教官とし
ての就任への道のり、自身の研究であるサメやエイの生態を分かりやすく紹介され、中高生に水産学部の魅
力が伝わり、さらに詳しい話を聞きたいという声も会場から上がった。
　木村了氏（女性技術士の会理事長）は「女性科学者と資格」と題し、科学技術に携わる女性技術者に資格
取得の意義を自身の経験から熱心に語った。
　勝山雅子氏（株式会社資生堂ライフサイエンス研究センター食品開発グループ副主任研究員）は「きれい
を応援する企業で〜化粧品ができるまでの研究〜」と題し、肌の常在菌から化粧品開発研究まで幅広い話題
を提供し、思春期の中高生に関心が深いスキンケアの興味深い内容が盛り込まれていた。
　大石昌代氏（ファイザー株式会社医薬開発部門クリニカル・リサーチ総括部、クリニカル・ファーマコロ
ジー部）は「面白い ! を追いかけて−ポジティブ挫折のススメ」と題し、薬が開発され患者が利用できるま
での話を通じ、挫折の中にも「面白い !」を見つけられること、目前のことに全力投球して欲しいというメッ
セージに、今後、自分で進路を決めなくてはならない中高生は非常に勇気づけられた。
　第 2 部では、学生ファシリテーターと参加者が 9 グループに分かれ、それぞれ「理系への挑戦〜期待と支
援〜」と、「夢を仕事に〜あなたが創る未来に向けて〜」のテーマについて議論し、グループごとの考えを
まとめた。
　第 3 部では、グループを代表する中高生が 5 分間ずつの発表を行った。理系へ進学する本人の不安が共有
され、保護者と学校の支援について大学受験での受験科目選択や、進学したい学科の内容の詳細を理解する
ため高大連携を強化することも有意義な提案として認識された。理系の進学にあたり学費に加えて生活費で
不安のある学生は多く、奨学金制度の充実も課題であることが分った。「あなたが創る未来に向けて」では、
自分ができることを努力し、とにかくトライする、興味あるものに一歩踏み出すなどのポジティブな意見が
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多く、夢に向けて前向きな考えが参加者に共有された。これは主催者を喜ばせ、今後、本事業の参加者の中
から女性科学者が誕生することに期待を持たせた。
　閉会式では、本会長 功刀由紀子氏より、総括と次世代を担う参加者に未来へ向けての期待の応援が述べ
られた。内閣府より出席いただいた酒井香世子氏（内閣府男女共同参画局 総務課政策企画調査官）から、
長崎国際大学への本事業開催の感謝と、閉会の挨拶が行われ、盛況のうち閉会した。本事業の内容は、当日
19 時からの「スポットインサセボ」（テレビ佐世保）でも放映され、地方メディアからも注目された。
　開催に当たり、講師の先生方をはじめ多大なるご支援とご協力をいただいた関係諸機関、SJWS の皆様に
心より感謝申し上げます。

プログラム
平成27年12月20日（日）10：00〜16：00
　司会進行：第１部、第３部　小川由起子（SJWS理事）
　　　　　　第２部　玉井幸恵（SJWS理事）
　　　　　　　　　　副島久実（SJWS四国・中国・九州・沖縄ブロック）
　開会挨拶：功刀由紀子（SJWS会長）
　来賓挨拶：安部直樹（学校法人 九州文化学園理事長、長崎国際大学学長）

【第１部】
　基調講演
　　潮谷義子（日本社会事業大学理事長、前熊本県知事）
　講演「理系での挑戦−夢を仕事に−」
　　山口　敦子（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授）
　　木村　　了（特定非営利活動法人 女性技術士の会理事長）
　　勝山　雅子（㈱資生堂ライフサイエンス研究センター食品開発グループ 副主任研究員）
　　大石　昌代（ファイザー（株）医薬開発部門クリニカル・リサーチクリニカル・ファーマコロジー部）
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【第２部】
　グループディスカッション

【第３部】
　グループ発表と講評
　　総括：功刀由紀子（SJWS会長）
　　閉会挨拶：酒井香世子（内閣府男女共同参画局 総務課政策企画調査官）

グループディスカッションと発表
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           SJWS関東ブロック長
昭和女子大学生活科学部　中山　榮子

　2015年度のSJWS例会は2015年9月13日㈰に東京薬科大学千代田キャンパスにおいて開催され、関東ブロッ
クが担当しました。今回は、企業でご活躍の女性お二人と元文部大臣の赤松良子先生をお招きいたしました。
普段は大学人や研究者とのおつきあいがほとんどである本学会員にとって、視野の広がるお話を伺えたらと
の企画でした。

プログラム
１．日時：2015年9月13日（日）13：00〜17：00
２．会場：東京薬科大学千代田キャンパス
３．例会次第（司会：中山榮子理事・関東ブロック長）
　　　13：00〜13：10　開会挨拶：功刀由紀子会長
　　　13：10〜　話題提供
　　　　　　　　⑴ 水間玲子様（株式会社ケイエスピー事業開発部事業開発課主任）
　　　　　　　　　　「女性活躍推進の流れにみる働き方の多様性」
　　　　　　　　⑵ 原田奈美様（リンクスシステムコンサルティング合同会社代表）
　　　　　　　　　　「女性技術者の現状と今後の展望〜IT業界で働くとは？〜」
　　　　　　　　⑶ 赤松良子先生（日本ユニセフ協会会長、WinWin代表、クオータ制を推進する会会長）
　　　　　　　　　　「クオータ制について」
　　　14：50〜　懇親会
　　　16：50〜17：00　閉会挨拶：大島範子監事（第6代会長）

　水間玲子様は、IT系からコンサルティング会社を経て現在の㈱ケイエスピーにてベ
ンチャー企業の育成や支援を行っている方です。同時に働く女性向けの各種セミナー
も企画しているお母様でもあります。当日は、働く女性の家庭との両立から女性の管
理職の現状やなぜ増えないのか？女性の活躍推進が必要な理由や働く女性を支える社
会の変化、そして、女性の活躍が多様化している現状をお話しいただきました。起業
は「規模や専門性次第では自分の裁量で働ける」ため女性向けとも考えること、その
起業をさせる環境が変化してきていること、フリーランスという働きかたについてな
ど、大学では伺えないお話をしていただきました。女性の活躍に向けてはまだまだ日
本は発展途上ですが、先進企業の取り組み例などもご紹介いただきました、なお、水間様にはSJWS学術誌

（2016）にトピックスとしてご投稿いただいております。
　原田奈美様は、金融機関営業職、ソフトウェア会社、システムエンジニア、ITコ
ンサルタント、人材育成マネージャーを経て、現在は独立行政法人情報処理推進機構

（IPA）人材育成調査研究担当であり、リンクスシステムコンサルティング合同会社
の社長でもあります。とにかくご自分の能力のエビデンスとして多くの資格をお持ち
で、それをもとに技術者としてステップアップしていかれた様子をお話しいただきま
した。IT技術者の世界は自然科学者のそれとはかなり異なり、こちらもまた新鮮なお
話でした。ご自身のキャリアを振り返って、同期の男性よりも3年分の遅れを取り戻
し追い越すために必死で勉強されたとのこと、最初はなかなか資格が取れなかったの
が、一定量の勉強ののち次々と合格するようになったとのお話しは分野が違っても納得できるものでした。
最後に女性ITエンジニアの魅力とやりがいについてお話しいただきました。研究者とは異なる世界ですが、
バイタリティーにあふれるお話でした。

Ⅳ．例会報告
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　現在「クオータ制を推進す
る会」というのを設立し、私
が会長となって、いろいろな
女性団体に参画をしていた
だき、クオータ制を推進しよ
うと働いております。
今日は、クオータ制について
リケジョの皆さんにお話し

するんだと思ってまいりました。クオータとは割
り当て、25％だろうが、50％だろうが30％だろう
がいいんです。とにかく割り当てという意味。何
の割り当てかというとこれはジェンダーというの
を前につけるとちゃんと意味がわかる、ジェンダー
クオータですね。クオータ制というのは要するに、
男女の割合を何％にするかということを決めよう
という呼びかけなんです。
　今の社会、日本は特にひどくて、世の中を動か
しているのがほとんど男性で、女性は非常に少な
い、これはよくないと思います。それが、男女の
違いのせいで決められたと言っても、誰も納得し
ないのが今の世の中だと思うんです。
　でも、昔はそうじゃなかった。昔と言ってもそ
んな100年も200年もじゃなくて、70年前と考えて

ください。70年前戦争が終わりましたね。それよ
り前の時代というのは、クオータ制どころか、女
性は参政権すらなかったんですから、選挙のとき
に投票するということさえできなかった。教育の
面でも、その時代日本には、帝国大学が設置され
ておりましたが、女性の入学は認められていなかっ
た。
　でも、日本のその当時の政府が割と感心だった
こともあります、明治時代に日本が近代化するそ
の過程で教育、中でも初等教育というのを大事と
思って、まず、日本全国津々浦々で少なくとも初
等教育は100％受けさせましょうと宣言した。こ
の宣言は今考えたってよろしいと思います。明治
二十七、八年に戦争があった。そのときに日本が
勝ちまして、たくさん賠償金を清国からもらう。
その賠償金、降って沸いたような棚からぼたもち
みたいな金だから、何にだって使えるでしょう。
それをそのときの政府は初等教育の充実のために
と言って、全国津々浦々に小学校を建てるのに使っ
たと、私が文部大臣のときに聞きました。それま
で知らなかったのですが、とにかく、日清戦争の
賠償金で小学校を全国津々浦々に建てたって、な
かなかいい話だと思いました。

赤松良子先生講演「クオータ制について」

　最後に元文部大臣（細川、羽田両内閣）の赤松良子先生をお迎えいたしました。功刀会長や大倉前会長と
もご親交があり、先生にはクオータ（quota：割り当て）制についてざっくばらんにお話いただきました。
先生のお話の内容は以下の「クォータ制について」をご覧ください。
　出席者21名（プラス赤松先生関係の方）のほとんどの方が懇親会まで参加され、大変盛り上がった例会と
なりました。大学が夏季休暇中であったこともあり、お若い方の参加が少なかったのは残念でした。
　企画から実施まで多くの皆様にご協力いただきました。感謝申し上げます。
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　初等教育が全国に広まった、これは男女別学な
んです。だけど実際は多分、少なくとも初めのこ
ろは、女の子でも小学校の初めのうちぐらいは学
校に行ったほうがいい、あとは男は学校行かなきゃ
だめだけれども、女はいいんじゃないと思ってい
たおじさんはいっぱいいただろう。でも、やっぱ
り国の方針として、小学校だけはもう男だろうが
女だろうが行けと言ったわけですね。
　だから、日本はその点では非常に進みました。
識字率という言葉ございますよね。字が読める、
国民の中で字が読める割合、非というのがついて
読めない割り合い、識字率、非識字率に関して言
うと、日本の場合、識字率は100％近いんです。男
女共通してみんな字は読める。日本では当たり前
と思うけど、世界をみれば、字が読めない人々が
多数存在する国がいっぱいある。そんな遠くない
アジアに、あのパキスタンという国があるでしょ
う。あそこのマララちゃんという女の子の話をお
読みになったことがあるでしょう。女の子だから
学校なんか行かなくていいんだと思っているやつ
らがいて、彼女が学校へ行こうとしたら、「あいつ
は生意気だ、悪い」と鉄砲で撃った。それが当たっ
て瀕死の重傷を負いました。でも、奇跡的に命を
取りとめた。そして、そのあと治ったんでまた学
校へ行く、これは危ないでしょう。それでもマラ
ラちゃんは、頑張って「私は学校へ行く」と言っ
て行っている。
　まあ、立派な心がけでしょう、私も感動しました。

「えらい、えらい、行け」と思った。そうしたらノー
ベル賞をもらいました。確か、16歳でノーベル賞
をもらったのは、史上初めての一番若いノーベル
賞受賞者です。そういう話を聞くとちょっとうれ
しいですよね。
　クオータ制の話に戻ると、クオータ制というの
は要するに女も男と同じように教育は受けるべき
というところから始まって、政治の世界では、主
として国会議員だとか、市会議員だとかそういう
物事を決める場所にいる女性を何％にすべきかと
いう割合のことを、ジェンダークオータ、略して
クオータと言っているのです。

　たとえば、フランスはパリテというすごいこと
をしちゃった。パリテというのは半分という意味
です。だから50：50、クオータの理想的な割合と
いうのは半分でしょう。フランスではパリテ、50：
50。それから、国によって、40にしたり30にした
り、日本は、30年ぐらい前に 2020年までにあらゆ
る分野で、女性リーダーの割合30％を目指そうと
政府が言うようになった。前から202030という言
葉を御存じの方もいらっしゃるでしょう。そのう
ちだんだん月日はたった。もう202030というのは、
そんな先ではなくなってしまった。今、2015年で
すよね。あと5年、でももはや、30％というのは、
世界的に見ても高い目標値ではないんです。だっ
てパリテの時代だから、もう50にしなくちゃいけ
ない。だから、203050というのがこの頃でてきた。
202030ではなくて、203050というのが新しい目標
として出てきて、日本も30じゃなくてもう50の時
代なんだと、今や日本の政府も言いだした。
　私がどうして「クオータ制を推進する会」なん
ていうものをつくったかと言えば、そういうふう
に女性の少ない実態というのを変えなきゃいけな
い。変えるためには目標というものがあったほう
がいい。それでその割合を考えようじゃないの、
そして、それを推進しようじゃないのというのが
クオータ制を進める会、推進する会の目的でござ
います。
　これは、いつごろから始まったかというと、まず、
1999年に「WINWIN」という会をスタートさせま
した。WINWINっていうのは勝つだから何に勝つ
と言ったら、選挙に勝つという意味でWINWINと
いっているんです。選挙にはいろいろあるけど、
第一の目標としては国会です。国会には衆議院と
参議院とある。日本は参議院のほうが女性の率が
高い。だからと言って、もうちょっと頑張れば半
分なんてとてもならない。現在は、15.7%です。衆
議院のほうはもっと低くて、１割にもなってない。
一番高かったときには、１割超したことがあるけ
れども、現在9.5％です。
　そういうふうに少ない。これは非常に残念なこ
とで、これを何とかもっと上げたい。その方法と
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しては、いろいろあるかもしれないが、一番効果
が目に見えて上がるのがクオータ制じゃないか。
クオータ制というのも効果の強い弱いはいろいろ
ある。一番強いのは、法律で何割と決めてしまう。
フランスは憲法でパリテ、つまり50：50と決めた。
半分にするためには、どうしたらなるかというと、
ペアの選挙というのを考えた。これはおもしろい
ことを考えるな、これは独創的だなと私は感心し
たんだけれども、ペアの選挙というのは、例えば
大倉さんが立候補するとしたら、大倉さん女性だ
から、男のペアを組む相手を探す。そうしたら選
挙資格ができる。みんなペアで男と女が立候補す
るという、そういう選挙制度にしちゃったんです

（注）。
　そうしたら、候補者はペアの男対女１対１、女
対男１対１でしょう。そうしたら、当選した場合
だって、どのペアが当選するかは別として、必ず
１対１なんだから、当然候補者が１対１で、当選
するのも50：50になりますよね。それでパリテが
実現した。フランスはまずはその50：50を実現す
る第一弾として、大統領が閣僚を50：50にしたん
ですよ。閣僚、日本は一体何％でしょう、30％もいっ
ていません。それをフランスはとにかくパリテな
んだから、閣僚をまず50：50にするといって、オ
ランド大統領が50：50閣僚を実現した。そして今
度はまた、ペアの選挙というのを実行し、閣僚の
みならず議員も半々にした。そういう国があると
いうのを私たちは知識として持っている。
　次に、他の女性の割合の多い国を見たら、大体
においてクオータ制という制度を取り入れている。
取り入れていなくて多い国というのは、ないこと
はない。だけど、取り入れている国は大体におい
て高い。日本は低いくせに取り入れもしない状態、
よくないじゃないですか。低いんだったら、高く
することを考えるべきなのに、今の政治家の先生
たちの多くは全然考えもしない。
　韓国をごらん下さい。遠い国ばっかりじゃなく
て、お隣を見ましょう。韓国はついこの間まで、
女性の割合は日本よりも低かった。とても悪い状
態だった。それで、クオータ制を取り入れたんで

すよ。そうしたら、あっと言う間に日本は抜かれ
ちゃった。だから、クオータ制というのをやれば、
女性の割合が上がるってことははっきりしている
んです。ただ、どんな方法でクオータ制をやるか
というと、日本では憲法は無理でしょうね。普通
の法律に書けるか、それも難しい。では各政党が
自主的に、たとえば比例代表で女男女男・・とい
うリストを提示する。そうしたら、女男女男・・
という比例代表リストだったらば、結果も半々に
なるでしょう。だから、比例代表のところだけで
もそれをやれば女の数は必ず増えるのにそれもし
ない。ずっとこんなこと言っているだけではだめ
なんで推進する会というのをつくった。そうした
ら、全国から今、50以上の団体が参加してくださっ
た。だんだん増えています。一方、今の国会の議
員さんたちも、それに気づいた方がかなりおいで
になって、中川正春という民主党の大臣だった方
がおられるんですが、その方が引っ張って火つけ
をなさってくれた。政権交代になったから、元大
臣の影響も小さくなっちゃったけれども、だけど
そういう方が会長で、女性の活躍を進めようとい
う先頭に立って頑張ってくださっている状態が、
日本でも見られます。ちゃんとありますから、期
待を寄せたいと思っております。
　最後にクオータ制以外に女性の参画を進める方
法はないものか、という疑問もおありになるかと
思います。もちろん、多々ありますよ。例えば、
女性の意識の政治に対する関心を高める、女性の
意識を高めるというのは、世論の力を上げること
ですよね。それは非常にいいことなんですが、そ
れを口だけで言っていたんではだめなんで、何か
行動しなければと考え、赤松政経塾というのを立
ち上げました。赤松政経塾では、政治の仕組みだ
とか、議員の仕事とかいろいろなことを勉強して
行こうと思っております。
　というのは、議員になるには、なれるような知
識も経験もいろいろなものが必要なんですね。で
すから、すぐなろうといってなれるわけじゃない。
いろいろな準備が必要。ちゃんと政治に対して関
心があり、適切な意識があり、必要な経験がある
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人を育てておかなかったら「クオータ、クオータ」
と言ったって、枠ばっかりできたって、内側が埋
まりません。だから、そのような人を育てましょ
うというので、政経塾で勉強してもらって、議員
にふさわしい人材を育てようというのが原点です。
明治の初めに日本のそのころの政府が、一生懸命
小学校を建てたのと、私が政経塾をつくっている
のとは、まあ似たりよったりではないですが、と
にかく必要なことは、人材を育てることだという
ふうに思います。それで、政経塾というのを去年

（2014年）の秋からやっております。2015年の9月
19日から第２期の政経塾が始まり、2016年6月に終
わります。もし、ご関心がおありでございましたら、

ぜひ見においでください。場所は国際文化会館（六
本木五丁目）でございます。夕方６時から第１部
第２部と勉強して、８時くらいからみんなで食事
をしながら懇談会・懇親会をやります。懇親会っ
てなかなかいいものです。いろいろな部門の違う、
職業の違う人たちが仲よくなれますよね。リケジョ
の皆さん、大いにリケジョじゃない人とも仲よく
して、懇親をしていただいたらいいなと思ってお
ります。

（注）フランス地方議会選挙のうち、県議会選挙で
この方式を取り入れ、2015年3月29日フランス全土
98の県で一斉に実施された。

「日本女性科学者の会の総会および第21回奨励賞・功労賞贈呈式」が2016年5月22日㈰
午後に学士会館で開催されます。
詳細は後日お知らせしますが、まずは日程の調整をして頂くことで多くの会員の皆様が 
参加して下さいますようよろしくお願い申し上げます。

事務局からのお知らせ

安心と信頼『心かよう調剤薬局』
	 ―地域のかかりつけ薬局を目指して―
(株)メイファーマシー
URL	:	http://www.may-ph.co.jp
〒890-0005
鹿児島県鹿児島市下伊敷1丁目11番10号
TEL：099－216－5070　Fax：099－216－5040
※全国の処方せん受けつけています。

株式会社ミズ
「あなたのそばで家族のように」
佐賀市水ケ江1-1-11　0952-22-7974

溝上薬局
調剤
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